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広域SAR干渉解析のためのGNSS補正
Correction by GNSS data for wide area InSAR analysis
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SAR干渉解析結果には，軌道決定誤差，対流圏遅延，電離層遅延などに起因する様々な誤差が含まれる．軌道決定誤
差は系統的な軌道残存縞を生じさせる．対流圏誤差及び電離層誤差は，一般的に空間的波長が長く，局所的な解析結果
には大きな影響はないが，広域を対象にした場合には致命的な誤差となり得る．

対流圏誤差については，数値気象モデルからその誤差量を定量的に推定し，低減する手法が開発されているが，数値
気象モデルの空間・時間分解能の限界により，常に良好な低減処理結果が得られるわけではない．電離層誤差について
は，様々な補正手法が研究されているものの，現時点では有効な手法は確立されていない．特に L バンドは電離層誤差
の影響を受けやすいことがわかっており，大きな課題となっている．軌道残存縞は，地表変動がないと想定される地域
の位相を平坦にするように低減するのが一般的である．また，ある程度の密度の GNSS連続観測点などにおける変動量
データがあれば，それに適合させるようなバイリニア曲面等のパラメータを最小二乗的に推定し，補正することが可能
である（飛田ほか，2005；福島・Hooper，2011）．このGNSS補正により，解析範囲全体に変動があるときでも高精度に
軌道残存縞を除去することができる（Kobayashi et al., 2011）．しかし，広範囲を対象とした解析の場合，電離層誤差等の
長波長の誤差の影響により，バイリニア曲面等の単純な面的モデルでは良好な補正結果が得られないことが多い．この
問題を解決するため，スプライン補間等による補正手法も提唱されている（Fukushima, 2013）．

本発表では，散布データの自然な近傍内挿補間法を使用した GNSS補正手法について報告する．本手法により，軌道
残存縞だけではなく，電離層誤差や対流圏誤差などの長波長の誤差を低減することができる．また，処理手順を工夫す
ることによって，従来のスプライン補間による GNSS補正の課題であった変動量データの存在しない外挿部分も滑らか
に補正することができる．本手法を ALOS/PALSARデータによる広域時系列解析に適用した結果，従来よりも長波長誤
差の影響と考えられる位相変化が減少し，GNSSデータ間隔よりも波長が短い位相変化を明瞭に検出することができた．
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